【03】理科における生命尊重に関する小・中・高等学校教師の意識 by 人見,久城 & 加藤,里実
宇都宮大学教育学部紀要
第61号　第2部　別刷
平成23年（2011）3月
理科における生命尊重に関する
小・中・高等学校教師の意識
人　見　久　城
加　藤　里　実
The Consciousness of the Elementary, the Junior-high, 
and the Senior-high School Teachers about the Life 
Respect in Science Education
HITOMI Hisaki, KATO Satomi
宇都宮大学教育学部紀要
第61号　第2部　別刷
平成23年（2011）3月
理科における生命尊重に関する
小・中・高等学校教師の意識
人　見　久　城
加　藤　里　実
The Consciousness of the Elementary, the Junior-high, 
and the Senior-high School Teachers about the Life 
Respect in Science Education
HITOMI Hisaki, KATO Satomi
  We investigated the consciousness of the teachers about the life respect in the science education. The 
elementary, the junior-high, and the senior-high school teachers have similar consciousness for life respect 
together. About the breeding of the animal and the cultivation of the plant, teachers more than 80% considered 
that those activities were suitable for upbringing of the life respect. The answers to assume that activity about 
the dissection led to attitude upbringing of the life respect exceeded 50% in this survey. Comparing with the 
answers investigated in 1997, answers increased that the activities led to the attitude upbringing of the life 
respect in all given items except the experiment of the plant. We consider that consciousness for the life respect 
of the teachers has been improved.  
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１．はじめに
平成18年に教育基本法が改正され，教育の目標の中に生命尊重の態度育成として「生命を尊び，
自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと」が明記された (文部科学省，2009)。それを
受けて，平成20年版小・中学校学習指導要領では，生命尊重の態度育成に関する教育を，道徳教育
に限らず学校教育全般で実施するよう記された。理科においては，生物領域を中心に，飼育・栽培や
観察・実験を通して生命尊重の態度を育成するよう記載されている (文部科学省，2008a，2008b)。
理科実験のひとつである解剖に関して，鳩貝 (2001)は，生き物を解剖するという学習は，生命の尊
さを認識し，生き物や自然を愛護し，自他の生命を尊重する態度を育成するための貴重な機会となる
と指摘している。したがって，解剖は生命尊重の態度を育成する重要な学習のひとつであると考えら
れる。しかし，解剖実験の実施状況は，小学校で10％，中学校で30％との報告がされている (西川，
2007)。解剖実験を行わない理由として，教科書での扱いがないこと，視聴覚教材で十分であること， 
生命尊重の教育に反することなどがあげられている。また，事前・事後指導や準備の手間，技術不足
といった教師自身の問題もみられる。
梅埜 (2004)は，解剖実験について優れた指導者の必要性を指摘している。そして，指導力のある教
師の下で実施される解剖実験は，児童の生物体についての知識理解を深めるだけでなく，生命尊重の
心を育むという面でも，児童にとって生涯印象に残るすばらしい経験を与えることになるだろうと述
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べている。理科の教師は十分な実験指導技術を身につけておく必要があるが，特に解剖実験において
は，生命尊重や児童・生徒への配慮を必要とするので，より確かな指導力が求められることになる。
理科における生命尊重の教育に関する以上の報告や指摘をふまえ，生命尊重に関する教師の意識を
明らかにし，生命尊重の態度育成のあり方を検討する必要があると考えられる。
鈴木 (1999)は，小・中・高等学校教師が理科における生命尊重をどのようにとらえているかを明ら
かにした。この結果から約10年が経過した現在，生命尊重に対する教師の意識がどのようなもので
あるかを把握することは，生命尊重が強調される中，その指導のあり方に対して手がかりを与えると
考える。
２．研究の目的
生き物を教材とした学習活動の実施状況や生命尊重に関する小・中・高等学校教師の意識を把握し，
理科における生命尊重の態度育成を指導していくための示唆を得る。
３．研究の方法
３－１．調査の概要
理科における生命尊重を教師がどのようにとらえているのか明らかにするために，鈴木 (1999)と鳩
貝 (2004)の内容をもとに調査項目を作成し，栃木県内の小・中・高等学校教師を対象として意識調査
を行った。調査対象及び時期を表１に示す。対象は，小学校は調査時点で第３～６学年のいずれかの
担任である者または理科専科担当者とした。中学校は理科担当者，高等学校は生物を主に担当する者
とした。
３－２．調査の内容
調査内容は４つに大別される。それらは，Ⅰ．生き物を教材とした活動の実施状況について，Ⅱ．
生き物を教材とした活動の生命尊重への意識について，Ⅲ．生命尊重の根拠について，Ⅳ．解剖実験
について，である。Ⅰ～Ⅲは鈴木 (1999)，Ⅳは鳩貝 (2004)の内容を引用し，若干の修正をして本調査
で用いた。
Ⅰ．「生き物を用いた活動の実施状況について」では，全16項目によって，学校現場における実施
状況を調査した。実施状況として，「実施したことがあるもの (今後も実施するかもしれないもの )」「実
施したことがあるが何らかの理由によりやめたもの (今後も実施する予定はないもの )」「特に理由無
く実施しなかったもの (今後も実施する予定はないもの )」のいずれかを選択してもらい，その理由も
記述してもらった。
Ⅱ．「生き物を用いた活動の生命尊重への意識について」では，Ⅰと同じ内容の全16項目に関して，
「主に理科教育の中での生命尊重に該当する」「あるいはそれにつながると思うもの」を選んでもらい
(複数選択 )，その理由も記述してもらった。
Ⅲ．「生命尊重の根拠について」は，理科の中で生命尊重の態度育成を図る理由として考えに合う
⺞ᩏᤨᦼ ⺞ᩏኻ⽎࡮ੱᢙ 
2009ᐕ8᦬ 
 
ዊቇᩞᢎᏧ  89ฬ㧔↵63㧘ᅚ23㧘ਇ᣿3㧕 
ਛቇᩞᢎᏧ  51ฬ㧔↵31㧘ᅚ18㧘ਇ᣿2㧕 
2009ᐕ12᦬ 㜞╬ቇᩞᢎᏧ 60ฬ㧔↵36㧘ᅚ20㧘ਇ᣿4㧕 
表１．調査対象と調査時期
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ものを全14項目から複数選択してもらった。
Ⅳ．「解剖実験について」は，小･中・高等学校で解剖を実施することについて，「実施するべき」「実
施した方がよい」「実施しない方がよい」「実施するべきでない」から，回答者の考えに合うものを1
つ選択してもらった。次に，解剖実験の意義に関する4項目に対して，「そう思う」「ややそう思う」「あ
まりそうは思わない」「全くそうは思わない」から，回答者の考えに合うものを1つ選択してもらった。
４．結果と考察
４－１．小・中・高等学校教師間の比較
Ⅰ．生き物を教材とした活動の実施状況
生き物を教材とした活動の実施率を図１に示す。また，小・中・高等学校それぞれにおいて，実施
率上位・下位3項目の主な理由を表２に示す。
小学校では，小動物の飼育 [Ⅰ－7]と植物の栽培 [Ⅰ－9]の実施率が100％であった。次いで，植物
の実験 [Ⅰ－10]の実施率が93.3％である。一方，解剖に関する活動 [Ⅰ－1～ 5]の実施率は10％以下
であり，西川 (2007)の調査結果と一致する。唾腺染色体の観察 [Ⅰ－12]の実施率も1％程度であった。
中学校では，小学校と同様に，実施率の上位に植物の栽培 [Ⅰ－9](82.4%)及び実験 [Ⅰ－10](98.0%)
があがった。他に，血流の観察 [Ⅰ－14](88.2%)が上位を占めた。一方，解剖に関する活動 [Ⅰ－1～
5]の実施率は30％以下であり，西川 (2007)の調査結果と一致する。唾腺染色体の観察 [Ⅰ－12]の実
施率は0％であった。
高等学校では，小・中学校と同様に，実施率の上位に植物の栽培 [Ⅰ－9](80.0%)及び実験 [Ⅰ－10]
(90.0%)があがった。他に，唾腺染色体の観察 [Ⅰ－12](85.0%)が上位を占めた。また，解剖に関する
活動のうち，動物のからだの一部を用いる実験[Ⅰ－5]の実施率が50％を超えた。一方，動物の飼育[Ⅰ
－6]及び肌のふれあい [Ⅰ－8]の実施率は1.7％であった。
以上から，小・中・高等学校に共通して，植物の栽培 [Ⅰ－9]及び実験 [Ⅰ－10]の実施率が上位3
項目にあることが分かる。実施の理由をみると，植物の栽培については「観察・実験で用いるため」「生
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命尊重のため」が小・中・高等学校教師で共通していた。また，「実物との触れ合い」や「実物を用
いることの有効性」も実施の理由にあがっていた。実物を用いた直接体験が重視されていることが分
かる。一方，小・中・高等学校での実施率上位3項目のうち共通していない残りの1項目は，各校種
における理科の学習内容と結びついた活動であるといえる。すなわち，小学校では小動物の飼育 [Ⅰ
－7]，中学校では血流の観察 [Ⅰ－14]，高等学校では唾腺染色体の観察 [Ⅰ－12]のような特有の活
動が該当する。唾腺染色体の観察 [Ⅰ－12]については，小・中学校で「学習指導要領での扱いがない」
との理由で実施率が低くなっている。また，小学校で実施率の高い動物との肌のふれあい [Ⅰ－8]は，
高等学校では「必要性を感じない」として実施されていない。これらのことから，生き物を教材とし
た活動は，学習指導要領に従い，児童・生徒の発達段階に合わせて行われていることが分かる。各校
種段階で代表的な活動はその校種段階でしか行われない傾向にあるので，目的とする知識や養うべき
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表２　生き物を用いた活動の実施率とその主な理由
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態度を明確にし，各校種で十分に実施する必要がある。
Ⅱ．生き物を教材とした活動の生命尊重への意識
生き物を教材とした活動が生命尊重につながるかについての結果を図２に示す。また，小・中・高
等学校それぞれにおいて，生命尊重につながるとする活動の上位4項目・下位3項目の主な理由を，
表3に示す。
小・中・高等学校教師が生命尊重の態度育成につながると考える活動の上位4項目が，動物 (小動
物も含む )の飼育及び触れ合い [Ⅱ－6，Ⅱ－７，Ⅱ－8]と植物の栽培 [Ⅱ－9]で一致した。教師は，
動物を飼育したり植物を栽培したりすることによって，子どもたちの生命尊重の態度を育成すること
ができるととらえている。動物の飼育及び植物の栽培が生命尊重の態度育成につながるとする理由に
は，「直に触れて生きていることが実感できるから」「愛着がわき大切にしようと思うから」「生命を
維持する働きを知ることができるから」などがあり，小・中・高等学校で同様の意見であった。
一方，小・中・高等学校教師が生命尊重の態度育成につながらないと考える活動には，唾腺染色体
の観察 [Ⅱ－12]が共通してあがった。その理由に，小・中学校教師は「生物としての体感が薄いこと」
「身近でないこと」をあげており，高等学校教師は「生徒の抵抗感」をあげていた。また，小・中学
校教師が生命尊重の態度育成につながらないと考える活動としては，解剖に関する活動 [Ⅱ－1~5]が
占めている。小・中学校教師で共通の理由として，「児童・生徒の嫌悪感が強いこと」「命を奪う行為
であること」があげられていた。小学校教師は，「『食』に結びつかないこと」や「既成資料で十分で
あること」も理由にあげていた。さらに，高等学校教師は，生き物を教材とした活動の中で植物の実
験 [Ⅱ－10]が最も生命尊重の態度育成につながらないと考えている。その理由として，「命を奪う感
じが余りないこと」「生命尊重の指導がしにくいこと」などをあげていた。
以上から，生き物を用いた活動が生命尊重の態度育成につながるとする判断理由として，「生き物
が生きていること」が前提となっていることが分かる。動物や植物が生きているからこそ得られる体
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図２　生き物を教材とした活動のうち生命尊重の態度育成につながると考えられる活動
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感や愛着，知識を重視しており，それらを生命尊重ととらえているといえる。また，そうした活動は
対象とする生き物が人間 (哺乳類 )に近親であり，より身近であるほど生命尊重につながると考えら
れる。しかし，生き物の死の場面が伴う解剖に関しては，人間 (哺乳類 )から遠く身近でない生き物
を扱う方が抵抗感を少なく，生命尊重の態度育成を図りやすくなるなどの点が背景にあると考えられ
る。
Ⅲ．生命尊重の根拠
生命尊重の根拠を図３に示す。小・中・高等学校教師があげる生命尊重の根拠の回答率上位5項目が，
各個体，種ともにかけがえのない存在であること [Ⅲ－1，2]，「生命」は他の ｢生命｣ と関連し合っ
ていること [Ⅲ－8]，人間は ｢生命｣ によって支えられていること [Ⅲ－9]，すべての「生命」には
命があること [Ⅲ－10]で一致していた。一方，回答率下位3項目も，「生命」は我々の役に立つこと [Ⅲ
－3]，「生命」に美が読み取れること [Ⅲ－4]，学習指導要領や指導書に明記されていること [Ⅲ－14]
 ዊቇ ᩞ ਛቇ ᩞ 㜞 ᩞ





਄
૏
㧠
㗄
⋡
=Τ㧙?㘺⢒ዊደߢ࠙ࠨࠡ߿࠾ࡢ
࠻࡝ࠍ㘺߁ߎߣ

ℂ↱㧦⋥ߦ⸅ࠇߡ↢߈ߡ޿ࠆߎߣ
߇ታᗵߢ߈ࠆ㧘ᗲ⌕߇ࠊ߈ᄢಾ
ߦߒࠃ߁ߣᕁ߁㧘๮ࠍ⢒߻૕㛎
ߦߥࠆ㧘ᱫߦࠃߞߡ๮ࠍᖬ߻㧘
േᬀ‛ߩ↢߈ᣇࠍ⍮ࠆߎߣ߇ߢ
߈ࠆ
=Τ㧙?ᢎቶߢ᣸⯻߿ࠩ࡝ࠟ࠾㧘㝼
╬ߩዊേ‛ࠍ㘺߁ߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?ᬀᧁ㋬߿ࡊ࡜ࡦ࠲࡯ߢᬀ
‛ߩᩱၭࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?࠙ࠨࠡ߿࠾ࡢ࠻࡝ߣߩ⡼
ߩ⸅ࠇว޿ࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?ᢎቶߢ᣸⯻߿ࠩ࡝ࠟ࠾㧘㝼
╬ߩዊേ‛ࠍ㘺߁ߎߣ

ℂ↱㧦⋥ߦ⸅ࠇߡ↢߈ߡ޿ࠆߎߣ
߇ታᗵߢ߈ࠆ㧘ᗲ⌕߇ࠊߊ㧘↢
ᱫࠍ૕㛎ߔࠆ㧘↢๮ࠍ⛽ᜬߔࠆ
௛߈ࠍ⍮ࠆߎߣ߇ߢ߈ࠆ㧘↢๮
ࠍᄢಾߦߔࠆఝߒ޿ᔃࠍ⢒ߡࠆ
=Τ㧙?࠙ࠨࠡ߿࠾ࡢ࠻࡝ߣߩ⡼
ߩ⸅ࠇว޿ࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?㘺⢒ዊደߢ࠙ࠨࠡ߿࠾ࡢ
࠻࡝ࠍ㘺߁ߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?ᬀᧁ㋬߿ࡊ࡜ࡦ࠲࡯ߢᬀ
‛ߩᩱၭࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?㘺⢒ዊደߢ࠙ࠨࠡ߿࠾ࡢ
࠻࡝ࠍ㘺߁ߎߣ

ℂ↱㧦⋥ߦ⸅ࠇߡ↢߈ߡ޿ࠆߎߣ
߇ታᗵߢ߈ࠆ㧘↢๮ࠍ޿ߟߊߒ
ߺᄢಾߦߔࠆᔃࠍ⢒ߡࠆ㧘↢ᱫ
ࠍ૕㛎ߔࠆ㧘↢๮ࠍ⛽ᜬߔࠆߎ
ߣ߳ߩ⽿છᗵࠍ㙃߁㧘↢๮ߩታ
૕߇޽ࠆ
=Τ㧙?ᢎቶߢ᣸⯻߿ࠩ࡝ࠟ࠾㧘㝼
╬ߩዊേ‛ࠍ㘺߁ߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?ᬀᧁ㋬߿ࡊ࡜ࡦ࠲࡯ߢᬀ
‛ߩᩱၭࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?࠙ࠨࠡ߿࠾ࡢ࠻࡝ߣߩ⡼
ߩ⸅ࠇว޿ࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄





ਅ
૏
㧟
㗄
⋡
=Τ㧙?࡙ࠬ࡝ࠞߩᐜ⯻߆ࠄໜ
⣼ᨴ⦡૕ࠍߣࠅߛߒߡⷰኤߔࠆߎ
ߣ

ℂ↱㧦↢๮ዅ㊀ߦ߹ߢ⠨߃߇⥋ࠄ
ߥ޿㧘↢‛ߣߒߡߩ૕ᗵ߇⭯޿㧘
ታ㛎߇㔍ߒ޿
=Τ㧙?ℂ⑼ߩ᝼ᬺߢࡀ࠭ࡒߩ⸃
೬߿ⷰኤࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ఽ┬ߦߣߞߡህᖡᗵ߇ᒝ
޿㧘↢๮ࠍ⛘ߟⴕὑߢ޽ࠆ㧘ᱫ
ߩࠗࡔ࡯ࠫ߇ᒝ޿㧘᝼ᬺߩ⋡⊛
ߣߪߕࠇߡ޿ࠆ㧘㨬㘩㨭ߦ⚿߮ߟ
߆ߥ޿㧘ᣢᚑ⾗ᢱߢචಽ㧘⯦ᓙ
ߦߟߥ߇ࠆ
=Τ㧙?ℂ⑼ߩ᝼ᬺߢࠞࠛ࡞ߩ⸃
೬߿ታ㛎࡮ⷰ ኤࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?࡙ࠬ࡝ࠞߩᐜ⯻߆ࠄໜ
⣼ᨴ⦡૕ࠍߣࠅߛߒߡⷰኤߔࠆߎ
ߣ

ℂ↱㧦↢๮ዅ㊀ߦ޽߹ࠅ㑐ଥߒߥ
޿㧘ᱫࠎߢߒ߹߁㧘޽߹ࠅりㄭ
ߢߥ޿
=Τ㧙?ℂ⑼ߩ᝼ᬺߢࠗࠞߩ⸃೬
߿ታ㛎࡮ⷰኤࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦↢๮ዅ㊀߹ߢ⠨߃߇⥋ࠄߥ
޿㧘↢ᓤߦߣߞߡህᖡᗵ߇ᒝ޿㧘
↢߈ߡ޿ࠆേᬀ‛ߦߟ޿ߡ૕㛎
ߔࠆߎߣ߇ᔅⷐ㧘Ვߔߩߪࠃߊ
ߥ޿㧘੐೨ߩᜰዉ࡮⚻㛎߇ᄙߊ
ᔅⷐ
=Τ㧙?ℂ⑼ߩ᝼ᬺߢࡀ࠭ࡒߩ⸃
೬߿ⷰኤࠍߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦ห਄
=Τ㧙?ᬀ‛ߩᩮ㧘⨍㧘⪲ࠍߣࠅ
ታ㛎ࠍⴕ߁ߎߣ

ℂ↱㧦↢๮ዅ㊀ߦ߹ߢ⠨߃߇⥋ࠄ
ߥ޿㧘ᜰዉ߇ߒߦߊ޿㧘๮ࠍᅓ
߁ᗵߓ߇૛ࠅߥ޿
=Τ㧙?࡙ࠬ࡝ࠞߩᐜ⯻߆ࠄໜ
⣼ᨴ⦡૕ࠍߣࠅߛߒߡⷰኤߔࠆߎ
ߣ

ℂ↱㧦↢๮ዅ㊀ߦ߹ߢ⠨߃߇⥋ࠄ
ߥ޿㧘ᛶ᛫ࠍᗵߓࠆ↢ᓤ߇ᄙ޿㧘
⋡⊛߇ಽ߆ࠅߦߊ޿
=Τ㧙?᳓↢↢‛
଀߃߫න⚦⢩
↢‛ࠍ࿕ቯߒߚࡊ࡟ࡄ࡜࡯࠻ࠍ
૞ࠅⷰኤߔࠆߎߣ

ℂ↱㧦↢๮ዅ㊀ߦ߹ߢ⠨߃߇⥋ࠄ
ߥ޿㧘↢๮ዅ㊀ߩኻ⽎ߦߥࠄߥ
޿
表３　生命尊重につながるとする生き物を用いた活動の実施有無の主な理由
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で一致した。
以上のことから，理科において生命尊重の態度を育成していくことに関して，小・中・高等学校教
師の考えは一致していることが分かる。すなわち，小・中・高等学校教師は，生命尊重の根拠として，
第一に「生命はかけがえのないものであること」，第二に「関連している・支えられているというよ
うに生物同士は結びついていること」，第三に「命があるつまり生きるための機能を持っていること」
を根拠にあげている。一方，「役に立つ」や「美的」からは根拠づけていない。また，学習指導要領
の明記の有無に限らず，理科において生命尊重の態度育成を行うべきと考えている。児童・生徒の生
命尊重の態度育成を図る際，教師の考えが大きな影響を与えるため，小・中・高等学校教師で共通の
考えをもっていることは望ましいことであると考えられる。
Ⅳ．解剖実験について
まず，校種別解剖実験実施の意識の結果を図４に示す。図４では，横軸は解剖実験を実施する校種
を，縦軸は回答者をそれぞれ表している。例えば，一番左上の円グラフは，「小学校で」解剖実験を
実施することについて，「小学校教師が」どのように考えているかを表したものである。
円グラフを横に見ていくと，解剖を実施する校種段階が上がるにつれて，解剖実験実施に肯定的な
回答が増加する。これは，小・中・高等学校教師で同様の傾向である。中学校の段階で解剖に肯定的
な教師が過半数を占めるので，中学校から解剖実験実施の可能性が高いと考えられる。一方，小・中
学校で解剖を行うべきかについては，異なる傾向が示された。小・中学校教師は小学校で1/3，中学
校で2/3が肯定的回答であったのに対し，高等学校教師は小・中学校ともに1/2程度で回答に差がみ
られた。調査では回答の理由まで問わなかったため，これらの意識の差について詳しく述べることは
できない。児童・生徒の発達段階や指導内容，指導技術など，解剖実験実施に関するいくつもの側面
について，教師の考え方を明らかにする必要がある。
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図３　生命尊重の根拠
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次に，解剖実験の意義に関する結果を図５，図６，図７に示す。解剖実験の意義については，小・中・
高等学校教師ともに，①からだのしくみやはたらきの理解，②体験，③生命尊重，の順にあげている。
その３項目については，回答する教師の校種が上がるにつれて肯定的回答が増加することから，小学
校教師に比べ高等学校教師の方が解剖実験の有効性を見出していると考えられる。各項目について詳
細にみると，からだのしくみやはたらきの理解についてはどの教師も80％以上が有効であると考え
ている。また，解剖実験が生命尊重の教育を行う上で有効であると考える教師は，どの校種でも過半
数を占め，校種が上がるにつれて増加する。このことから，教師は解剖実験の意義として動物のから
だのつくりを理解することだけでなく，生命尊重の態度を養うことにも着目しているといえる。
 
図４　校種別解剖実験実施の意識
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図５　解剖実験の意義に関する小学校教師の意識
14
４－２．鈴木(1999)と本研究の比較
教師の生命尊重のとらえ方を調査するために本研究が参照した先行研究は，鈴木 (1999)である。こ
こでの調査は，1997年に実施されたものである。この結果と本研究を比較することで，約10年前の
教師の生命尊重のとらえ方と現在との間に変容があったかどうかが明らかとなる。鈴木 (1999)は小・
中・高等学校の理科教師計34名の調査結果を一括して示していたため，本研究でも小・中・高等学
校教師計200名の回答の平均値を算出することにした。なお，比較するのは調査内容Ⅰ～Ⅲである。
Ⅰ．生き物を教材とした活動の実施状況
生き物を教材とした活動の実施率を図８に示す。鈴木 (1999)の結果 (1997年調査 )と本研究 (2009年
調査 )とを比較すると，メダカを水中から取り出し尾びれの観察をすること [Ⅰ－14]は，χ２検定の結
果，p<.01で2009年の方が有意に高かった。実施の理由として，「ドジョウはメダカよりも弱りにく
いため使用している」との記述が多くみられた。ドジョウを使用することで実験しやすくなったため
実施率が高くなったと考えられる。しかし，血流の観察は主に小・中学校の学習であるので，回答者
数の偏りも結果に影響していると考えられる。
一方，実施率下位4項目が解剖に関する活動で一致した。実施率は，理科の授業でカエルの解剖や
観察・実験をすること [Ⅰ－2]以外は，1997年と2009年とで有意差はみられなかった。つまり，解剖
の実施率は約10年前と変らず，解剖は授業に取り入れられていないことが分かる。解剖を実施しな
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
േ‛䈱⯦ᓙ䈮䈧䈭䈏䉎䈖䈫䈭䈱䈪ታᣉ
䈜䉎䈼䈐䈪䈭䈇
↢๮ዅ㊀䈱ᢎ⢒䉕ⴕ䈉਄䈪᦭ല䈪䈅䉎
ሶ䈬䉅䈱ᚑ㐳ㆊ⒟䈮䈍䈔䉎૕㛎䈫䈚䈩
ᔅⷐ䈪䈅䉎
䈎䉌䈣䈱䈚䈒䉂䉇䈲䈢䉌䈐䉕⍮䉎䈢䉄䈮
᦭ല䈪䈅䉎
䈠䈉ᕁ䈉 䉇䉇䈠䈉ᕁ䈉 䈅䉁䉍䈠䈉䈲ᕁ䉒䈭䈇 ో䈒䈠䈉䈲ᕁ䉒䈭䈇 ή࿁╵
図６　解剖実験の意義に関する中学校教師の意識
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図７　解剖実験の意義に関する高等学校教師の意識
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い理由として，「学習指導要領での扱いがないこと」「生命尊重の教育に反すること」「児童・生徒の
拒否反応」などがあげられていた。これは西川 (2007)の調査結果と一致する。解剖実験実施への改善
は図られていないことが推察される。したがって，解剖実験を進めるためには，これらのことに配慮
し，具体的な改善策を立てる必要があると考えられる。
Ⅱ．生き物を教材とした活動の生命尊重への意識
生き物を教材とした活動が生命尊重につながるかについての結果を図９に示す。鈴木 (1999)の調査
結果と比較すると，本研究では植物の根，茎，葉をとり実験すること [Ⅱ－10]を除く全ての活動に
おいて，生命尊重の態度育成につながるとする回答が増加している。特に，解剖に関する活動 [Ⅱ－
1～ 5]の回答が，鈴木 (1999)では30％程度であったのに対し，本研究では50%を超えた。ネズミの
解剖 [Ⅱ－1]及びイカの解剖 [Ⅱ－4]については，p<.01で2009年の方が有意に高く，カエルの解剖 [Ⅱ
－2]とフナの解剖 [Ⅱ－3]についても，p<.05で2009年の方が有意に高い結果となった。しかし，い
ずれも50％程度に留まっていることから，解剖が生命尊重の態度育成につながるとする考え方とつ
ながらないとする考え方とに，教師の考え方が二分していることが分かる。
植物の実験 [Ⅱ－10]に関して，生命尊重の態度育成につながらないとする回答は，鈴木 (1999)で
70％を超えていた。これに対し本研究では，その回答が55％に下がった。そして，生命尊重の態度
育成につながらないとする理由は，「生命を感じにくい」「部分では命ととらえにくい」「生き物とし
ての体感が薄い」「罪悪感がない」「指導がしにくい」などであった。動物には運動や摂食，排泄など
の活動があり，ヒトの生活と類似しているため生命を感じやすい。しかし，植物には目に見える活動
が少なく，ヒトの生活と類似していないため，生命を感じにくいと考えられる。よって，植物の実験
に関しては，生命尊重につなげにくいと教師が考えていることが推察できる。植物の実験によって生
命尊重の態度を養うためには，自ら育てた植物を実験に用いるなどの工夫が必要である。そうするこ
とで，植物は生きているということの実感を伴った理解につながっていくと考えられる。
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図８　生き物を教材とした活動の実施状況
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Ⅲ．生命尊重の根拠
生命尊重の根拠に関する比較を図10に示す。生命尊重の根拠について，鈴木 (1999)と本研究を比
較すると，生命尊重の根拠とする回答率上位4項目が，各個体，種ともにかけがえのない存在である
こと [Ⅲ－1，2]，「生命」は他の ｢生命｣ と関連し合っていること [Ⅲ－8]，人間は ｢生命｣ によっ
て支えられていること [Ⅲ－9]で一致した。一方，回答率下位3項目も，「生命」は我々の役に立つこ
と [Ⅲ－3]，「生命」に美が読み取れること [Ⅲ－4]，学習指導要領や指導書に明記されていること [Ⅲ
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図９　生き物を教材とした活動のうち生命尊重の態度育成につながる活動
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Υ-7 䍀↢๮䍁䈲ㅪ⛯䈚䈩䈇䉎䈎䉌
Υ-10䈜䈼䈩䈱䍀↢๮䍁䈮䈲๮䈏䈅䉎䈎䉌
Υ-8 䍀↢๮䍁䈲ઁ䈱䍀↢๮䍁䈫㑐ㅪ䈚䈅䈦䈩䈇䉎䈎䉌
Υ-1 䈠䉏䈡䉏䈱⒳䈲䈎䈔䈏䈋䈱䈭䈇䉅䈱䈣䈎䉌
Υ-2 ฦ୘૕䈠䉏䈡䉏䈏䈎䈔䈏䈋䈱䈭䈇䉅䈱䈣䈎䉌
Υ-9 ੱ㑆䈲䍀↢๮䍁䈮䉋䈦䈩ᡰ䈋䉌䉏䈩䈇䉎䈎䉌
2009ᐕ
1997ᐕ
% 
図10　生命尊重の根拠
17
－14]で一致した。以上から，理科において生命尊重の態度を育成していくことに関する教師の考え
方は，10年前と変わっていないことが分かる。
５．まとめ　
本研究から，生き物を教材とした活動の実施状況や，理科における生命尊重に関する小・中・高等
学校教師の意識として，以下のことが明らかとなった。
(1) 生き物を教材とした活動の実施状況とその理由及び生命尊重との関係では，「動物の飼育」や「植
物の栽培」の実施率が高く，それらは生命尊重の態度育成を意図している。一方，解剖に関する活
動は生命尊重に反するとして実施率が低くなっている。その他に，生命尊重に関連する活動として，
「水生生物の観察」「血流の観察」があげられている。
(2) 生命尊重につながるとする活動とその理由では，「動物の飼育や肌のふれあい」「植物の栽培」に
おいて，育てたり触れたりすることによって生命を実感し，それが生命尊重につながるとしている。
生き物を用いた活動が生命尊重の態度育成につながるか否かは，生き物の生死が前提となっており，
動物や植物が生きているからこそ得られる体感や愛着，知識が生命尊重につながるととらえている。
(3) 生命尊重の根拠としては，第一に「かけがえのない存在であること」，第二に「関係してつながっ
ていること」をあげている。一方，「役に立つこと」や「美的であること」からは根拠づけていない。
また，学習指導要領への記載の有無に限らず，理科において生命尊重の態度育成を行うべきである
と考えている。
(4) 解剖実験の実施については，実施する校種段階が上がるにつれて肯定的な回答が増加する。また，
解剖実験の意義として，「動物のからだのつくりを理解すること」だけでなく，「生命尊重の教育を
行うこと」も視野に入れている。
(5) 小・中・高等学校教師ともに生命尊重に対して同じような意識をもっている。特に，動物の飼育・
植物の栽培に関しては，どの校種でも80％以上の教師が生命尊重の態度育成につながると考えて
いる。
(6) 生き物を教材とした活動のうち生命尊重へつながるとする回答について，鈴木 (1999)と本研究を
比較したところ，解剖に関する項目について，生命尊重の態度育成につながるとする回答は2009
年で50％を超えた。植物の実験を除く全項目で，2009年調査の方が生命尊重の態度育成につなが
るとする回答が増加していることから，教師の生命尊重に対する意識が高まっているといえる。
６．おわりに
本研究から，理科における生命尊重の態度育成を指導する上で検討すべき点がいくつか示唆された。
それらを整理して，今後の課題としたい。
生き物を教材とした活動が生命尊重につながるか否かにおいて，対象とする生き物が生きているこ
とが前提にある。よって，生命尊重という観点から生き物を扱う際には，様々な生き物が生きている
ことをどのように児童・生徒に伝えるかが課題となる。特に植物を実験に用いる活動は，苦痛を与え
ていることを意識することが困難であり，罪悪感も少ないため，生命をとらえにくい。そのため，児
童・生徒が育てた植物を使用したり，植物にも生きるための仕組みがあることを教えたりするなど，
植物が生きていることを実感できるような指導が必要である。
解剖については，生命尊重に反するという考えが根強いことから，解剖における生命尊重の有効性
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をいかにして伝えていくかが重要である。多くの実践を行うとともに，解剖から生命尊重へとつなげ
る授業内容のさらなる検討を行う必要がある。また，解剖授業を進める上で教師の指導力が必須とな
るので，教師の技術面や心情面への支援を検討することも必要である。
今後，理科における生命尊重の態度育成を進める上で，どういった行為や態度が生命尊重であるの
かについて，明確な定義が必要となる。生命尊重の態度育成及び評価の指標となるような段階的な定
義を設けることで，一貫した生命尊重の教育が可能となると考えられる。そのためにも，他教科にお
ける生命尊重の態度育成にも目を向け，理科における生命尊重の態度育成のあり方を追究していく必
要がある。
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